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《業 種 別 総 括 》 

                          令和 7年 7月 

〔漁 業〕 

・ 7月の漁獲量は､前年を5,324㌧下回り､漁獲金額は前年を2億7,200万円下回った｡漁獲量では､定

置網､イワシ漁が前年比大幅な減少､カレイ､ツブ､メヌケ､キンキ漁､昆布も減少している｡タコ､

オオズワイガニ漁は増加している｡漁獲金額では､イワシ漁が大幅な減少､定置網､メヌケ漁も減

少､タコ､ツブ､キンキ､オオズワイガニ漁､昆布が増加している｡広尾地区のイワシ漁は不調とな

っており､前年比漁獲量で4,732㌧減少､漁獲額で3億2,900万円の減少となっている｡ 

 ※エビ籠､カニ漁は､ほとんどがオオズワイガニの漁獲となっている｡ 

〔軽種馬生産業〕 

・ ｢セレクトセール｣が14､15日に開かれた｡売却頭数は453頭､落札総額は327億円で､5年連続でレコ

ードを更新した｡ 

・ ｢セレクションセール｣が21～23日に開かれた｡売却頭数は308頭､落札総額は63億円｡今年の競り

は昨年よりも1日短い2日間で行われた｡ 

〔建 設〕 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)の7月中発注額は8億5,700万円で､前年を3億8,100万円上回 

った｡ 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の7月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請

負金額)は46億6,800万円で前年を3億4,500万円上回った｡ 

・ 7月の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は､3件で､前年を3件下回った。 

〔小売業・飲食業〕 

・ 新ひだか町静内中心部の飲食店街にコロナ禍前のにぎわいを取り戻そうと､若手有志がビアガ

ーデンイベント｢乾杯マルシェ2025｣を始めた｡6､7月に月1回ずつ開催｡出店は5店前後でまだ規

模は小さいが｢将来はまちおこしや観光客増にもつなげたい｣と志は大きい｡ 

〔観光・その他〕 

・ 日高管内唯一の様似町の海水浴場､名勝･親子岩が眼前に迫る｢親子岩ふれ愛ビーチ｣の海開きが

行われた｡同ビーチは砂浜の近くにキャンプ場が併設され､昨年は海水浴場に2,287人､キャンプ

場に771人が訪れた｡海水浴場は8月17日まで､キャンプ場は9月28日まで開設される｡ 

〔雇 用〕 

・ 7月の浦河地区と全道の月間有効求人倍率は､浦河地区は前年を上回り､全道は同水準となった｡ 

〔総 括〕 

・ 建設業の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証金額)は､前年を3億4,500万円上回り､町

発注工事は前年を4億7,600万円上回った｡漁業の漁獲量は､前年を5,324㌧下回り､漁獲金額は､前

年を2億7,200万円下回っている｡広尾地区のイワシ漁が不調となっており､総体の水揚量､漁獲額

を押し下げている｡7月各地区のコンブ漁が始まった｡好天が続き順調なスタートを切っている｡

飲食店は､夏祭りなど各種イベントが開催され、地元住民や観光客の来店でにぎわいを見せてい

た｡しかし､個人消費は物価の高騰が家計を圧迫し､節約や買い控え等が強く見られ､飲食店や小

売店では厳しい業況が続いている。北海道市場では､セレクションセールが開催され308頭が落

札された｡売却総額は63億円で好調な競りが続いている｡8月には国内最大規模の｢サマーセール｣

が開催される｡上場登録場は1,462頭となっている｡ホッカイドウ競馬の発売額も順調に推移して

おり、一次産業の活性化に期待が持たれる。 
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〔沿岸漁業〕カレイ､タコ､ウニ漁等｡〔沖合い漁業〕定置網､カニ､ナマコ､イワシ､ツブ漁等｡ 

令和7年7月の総漁獲量15,765t･総漁獲額11億2,300万円(前年同月比5,324t減･2億7,200万円減)｡ 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

定置網漁………   232ｔ ・  48百万円 ( 前年同月比    528ｔ減  ・   43百万円減 ) 

カレイ漁………     22ｔ ・   8百万円 ( 前年同月比     24ｔ減  ・    3百万円減 ) 

タコ漁…………    152ｔ ・ 133百万円 ( 前年同月比     39ｔ増  ・   27百万円増 ) 

ツブ漁…………    139ｔ ・ 71百万円 ( 前年同月比    9ｔ減 ・   25百万円増 ） 

ウニ漁…………       1ｔ ・   2百万円  ( 前年同月比     1ｔ増  ・    2百万円増 ) 

ナマコ漁………       5ｔ ・   6百万円  ( 前年同月比     1ｔ増  ・    1百万円減 ) 

エビ籠漁………   123ｔ ・  72百万円 ( 前年同月比    49ｔ増  ・   38百万円増 ) 

メヌケ漁………     13ｔ ・   9百万円  ( 前年同月比     8ｔ減  ・    8百万円減 ) 

キンキ漁………    10ｔ ・  18百万円 ( 前年同月比    21ｔ減  ・   10百万円増 ） 

カニ漁…………    20ｔ ・  15百万円 ( 前年同月比  増減なし  ・    7百万円増 ） 

イワシ漁……… 14,902ｔ ・ 564百万円 ( 前年同月比 4,732ｔ減  ・  329百万円減 ） 

昆 布…………    53ｔ ・ 139百万円 ( 前月同月比      9ｔ減  ・   24百万円増 ) 

その他………･･     93ｔ ・  38百万円 ( 前月同月比     83ｔ減  ・   21百万円減 ) 

※エビ籠・カニ漁は､ほとんどがオオズワイガニの漁獲となっている。 

秋サケの記録的不漁を受け､浦河町と日高中央漁協(本所･浦河町)が昨年から浦河港で試験養殖 

に取り組む､トラウトサーモン(ニジマス)の初の水揚げが行われた｡ニジマスの海面養殖は日高 

管内で唯一｡生育ぶりは順調で､事業化に向けて関係者の期待が集まっている｡日高海区漁業調整 

委員会によると､町内の秋サケ漁は2021年の赤潮被害以降不漁が続き､24年度(速報値)の漁獲量 

は76㌧､漁獲高は8,800万円で､ともに2000年以降で最低だった｡秋サケの歴史的不漁を受け､町と 

同漁協でつくる町栽培漁業研究会は､将来的な漁業者の収入源確保を目指し､ニジマスの試験養 

殖を始めた｡昨年11月､漁業用ロープなどを製造する北海道ニチモウ(函館)から購入した500㌘ほ 

どのニジマスの幼魚2千匹を､港内の直径14㍍､深さ3㍍の円筒形いけすに放流｡同社から助言を受 

け､地元の漁業者らが毎日2回､えさを与えた｡水揚げされたニジマスは1,730匹で生存率は約87%｡ 

同様の海面養殖に取り組む道南では8～9割を好結果とする中､8割を上回った｡身入りの指標とな 

る重さの平均は､目標の2㌔にほぼ達した｡水揚げされたニジマスは道内外の市場で販売されたほ 

か､希望する町内の飲食店に無償で渡された｡同研究会は数年以内の事業化を目指したい考えで､ 

11月にも2回目の試験養殖に着手する｡ 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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〔軽種馬生産業・農業〕 

・ 21日から新ひだか町静内神森の北海道市場で開かれていた､サラブレッドの1歳市場｢セレクショ

ンセール2025｣が23日に閉幕した｡今年の競りは昨年よりも1日短い2日間で363頭が上場され､う

ち308頭が落札された｡売却総額は63億1,400万円(税込)｡売却率は84.85％で昨年を0.28ポイント

下回ったが､取引平均価格は約128万円増の2,050万円だった｡競り2日目の23日は牡167頭､牝82頭

の計249頭が上場され､うち200頭が落札｡売却総額は32億6,040万円で売却率は80.32％､平均価格

は1,630万2千円｡最高額は長浜牧場(新冠町)生産の｢バルレッタ2024｣(牡､父ドレフォン)で､4,620

万円で伊藤功一氏が落札した｡牝馬は服部牧場(新ひだか町静内)生産の｢ネバーギブアップ2024｣

(父サートゥルナ―リア)で嶋田賢氏が3,630万円で競り落とした｡今年は21日と23日に競りを行

い､22日は展示のみとした｡全2日間の最高額は初日のプレミアムセッションの酒井牧場(浦河町)

生産の｢セカンダリーマーケット2024｣(牡､父キタサンブラック)で､9,680万円だった｡ 

 

・ 浦河､様似両町特産の夏イチゴ｢すずあかね｣｢すずりっか｣の収穫が始まり､選果場での作業が本

格化している｡両町内にあるひだか東農協共同選果場には､収穫されたばかりの色鮮やかな夏イ

チゴが次々と搬入され､パート従業員は出荷作業に追われた｡6月27日に両町の共同選果場に搬入

された夏イチゴは合計約1.4㌧｡浦河町の選果場では､パート従業員13人が1粒ずつ形状や傷の有

無を確認し､丁寧にパックに並べた｡同農協によると､今年の両町の夏イチゴの生産戸数は昨年と

同じ35戸で､作付面積は約5.6㌶｡生産量は前年比19.8％増の187.9㌧､販売額は同8.2％増の4億

4,100万円を見込む｡同農協は7月6日時点の出荷量は前年同期比18.8％増の34.1㌧で｢昨年以上に

出てきてくれて順調｣としつつ､｢サイズは昨年より小さめ｡最盛期の今月､生産量が上がることを

願いたい｣と話した｡夏イチゴの収穫時期は6～11月末までで､主に東京方面へ出荷する｡ 

 

 〔花き栽培〕 

・ 7月の花き出荷実績は､109万本､金額1億1,180万円(前年同月 132万本､1億4,478万円)｡ 

 

 

 

〔公共工事〕 

・ 日高管内の国･道･町発注公共工事の7月中の請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は､ 

46億6,800万円で､前年同月比3億4,500万円増加した｡ 

〔町発注工事・建築確認申請〕（令和7年7月） 

  

  

工 事 件 数 金     額 （百万円） 確認申 
請件数 土 木 建 築 その他 計 土 木 建 築 その他 計 

新ひだか町 5 0 13 18 175 0 417 592 0 

浦 河 町 3 1 3 7 20 24 31 75 1 

様 似 町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
えりも町 2 2 0 4 55 135 0 190 1 

広 尾 町 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

計 10 3 16 29 250 159 448 857 3 

・ 7月中町発注工事(新ひだか～広尾地区)は 8億 5,700万円となった｡(前年同月4億 7,600 

 万円)｡工事発注状況をみると､前年同月比では､件数は11件下回り､金額は3億8,100万円上回った｡ 

・ 7月中受付の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は3件で､前年を3件下回った｡ 
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〔木 材〕 

・チップ材の出荷状況(広尾地区)は､数量が397㌧(前年256㌧)で前年比55.1％の増加｡ 

出荷金額は966万円(同619万円)で前年比56.1％の増加｡ 

〔製 材〕 

・建材(様似地区)の7月受注は前年同月並み｡プレカット材は受注なく生産を停止している｡ 

 

 

〔卸売業〕 

・ 野菜は､道内産が主体となっている｡日高産のトマトやピーマンも出荷されている｡本州産では､

ハクサイ､ナス､サツマイモ等｡果物は､道産のメロン､スイカ､サクランボ､本州産のリンゴ､モ

モ等が出荷されている｡ 

〔小売業・飲食業〕 

・新ひだか町の､静内農業高校の生徒たちが育てた野菜や加工品を販売する｢サマーフェア｣が 7 

月18日､同校体育館などで開かれ､多くの買い物客でにぎわった｡サマーフェアは､同校が農産物 

などの販売を通して販売･流通の基礎や人とのコミュニケーションスキルの向上などを目的に毎 

年この時期に行っている人気のイベント｡校舎玄関に設けられた草花の販売コーナーでは､生徒 

たちが育てたアメリカンブルーやアルメニアなどの色鮮やかな鉢植えが買い物客を出迎えた｡ 

体育館では前日に収穫したばかりの新鮮なナスやミニトマトなどが1袋200円で格安販売され､ 

ナスは開場からわずか 10分ほどで売り切れるほどの人気だった｡農産加工品の販売コーナーで 

は､生徒が育てたなんばんや大豆などを使って考案した｢なんばん黒みそ｣や｢日高みそだれ｣など 

が人気を集め､おいし食べ方を紹介するレシピも配布された｡このほか畜産加工品のコーナーで 

は町内で生産されたハチミツを使ったドリンクヨーグルトやアイスクリームなどが販売され､ 

どのコーナーも混雑を避けるため数人のグループに分けて販売を行うほどの盛況ぶりだった｡ 

〔観光・その他〕 

・ ｢新ひだか町みついし蓬莱山まつり｣が 7 月 6 日､町東蓬莱の三石蓬莱山公園で開かれ､町内外 

 から約 6 千人が来場し次々と繰り広げられるステージショーや地元グルメなどを楽しんだ｡現 

金つかみ取りやテレビ､町特産品が当たる人気のほうらいジャンボくじでは､当選番号が発表さ 

れるたびに会場から大きな歓声が響いた｡ 

・｢浜町通り祭り｣(通称・ハマサイ)が 6月 12日､浦河町市街地の浜町通りで開かれ､歩行者天国 

 となった通りは多くの人でにぎわった｡祭りを通じて浜町通りにかつてのにぎわいを取り戻す 

とともに浦河町内､各地域の活性化につなげたいと今年で 4 回目の開催｡夏いちごの格安販売､ 

日高管内から飲食店やキッチンカー､雑貨販売など全53のブースが設置された｡ 

・馬産地にちなんだ多彩な催しが行われる｢うらかわ馬フェスタ｣＝第 40 回シンザンフェスティ 

 バル＝が7月26､27の両日､ＪＲＡ日高育成牧場内特設会場で開かれた｡町内外から大勢の家族 

 連れや競馬ファン約 3 千人が訪れて馬づくしの 2 日間を楽しんだ｡馬上結婚式では､千葉県､大 

阪府在住の2組の夫妻が儀礼馬車で会場内を1周｡実行委員会から挙式証明書が手渡され､指輪 

を交換して愛を誓い､会場に駆け付けた家族や友人､大勢の観客から祝福を受けた｡ 

・｢第19回新ひだか夏まつり｣の本まつりが7月26日に町中心部で行われ､町民や観光客ら約7,500 

人が訪れた｡和太鼓フェスティバルは町内外の 13 団体約 180 人が迫力ある演奏を披露｡国際馬 

力綱引き選手権大会は､5人一組で綱を肩にかけて四つんばいになり､引っ張り合う異色の競技｡ 

目玉の阿波踊りパレードでは約300人が町中心街を練り歩いた｡ 
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ションにも力を入れる｡ 

   

〔管内の倒産〕 

･ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は､0件(前年同月0件)､負債総額ゼロ､(同ゼロ)｡ 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は､1件(前年同月2件)､負債総額5,000万円､(同2億7,200万

円)｡ 

〔道内の倒産〕 

･ 北海道の倒産件数は27件(前年同月34件)､負債総額は23億800万円(同84億1,700万円)､倒産件数

は前月比4件増加､前年比7件の減少となった｡ 

〔全国の倒産〕 

･ 全国の倒産件数は961件(前年同月953件)､負債総額は1,670億3,500万円(同7,812億600万円)｡倒

産件数は前月比113件増加､前年比で8件の増加となった｡        （東京商工リサーチ） 

〔雇   用〕 

･ 7月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.47倍で､前年を0.07ポイント上回り､前月を0.08ポイント 

上回った｡有効求人数は747人で前年比95人の減少､前月比5人の増加となった｡有効求職者数は

509人で前年比92人の減少､前月比で25人の減少となった｡全道の月間有効求人倍率は0.93倍で､

前年と同水準となり､前月を0.04ポイント上回った｡ 

 
 

 
管内生産馬 中央競馬重賞レース優勝馬 

 
7 /  6    第60回 北 九 州 記 念（ＧⅢ） 

ヤマニンアルリフラ 号          (新冠町 錦岡牧場 殿生産） 
 
   7 / 13  第61回 七 夕 賞（ＧⅢ） 
         コスモフリーゲン 号     (新冠町 ビッグレッドファーム 殿生産） 
 
   7 / 20  第57回 函館２歳ステークス（ＧⅢ） 
         エイシンディード 号          (浦河町 山田 昇史 殿生産） 
 
   7 / 27  第42回 東海ステークス（ＧⅢ） 
         ヤマニンウルス 号           （新冠町 錦岡牧場 殿生産） 
 
  国内最大のサラブレッド競り市｢セレクトセール｣(日本競走馬協会主催)が14､15の両日､苫 

小牧市美沢のノーザンホースパークで開かれた｡落札総額は327億円で､5年続けて過去最高
を更新した｡300億円超えは1998年に始まって以来初で､昨年の289億1,800万円を38億円近く
上回った｡初日に1歳馬227頭､2日目に当歳(0歳)馬240頭が上場｡落札数は計453頭で､落札率
も97.0％(前年比0.6㌽増)で過去最高となった｡1歳馬ではＧⅠ7勝のキタサンブラックを父
に持つ｢モシーンの2024｣の4億2千万円を筆頭に､42頭が1億円以上で落札された｡当歳馬の1
億円以上は44頭｡2023年に世界1位の格付を得たイクイノックスを父に持つ｢ミッドナイトビ
ズーの2025｣が5億8千万円で最高だった｡ 

セレクトセール年度別成績（1歳＋当歳）   (金額は円、税別) 

年 
上場 

頭数 

売却 

頭数 
売却率 総売上額 最高価格 

2023 453 435 96.0% 28,145,000,000 520,000,000 

2024 472 455 96.4% 28,918,000,000 590,000,000 

２
０
２
５ 

1歳 227 225 99.1% 15,546,000,000 420,000,000 

当歳 240 228 95.0% 17,154,000,000 580,000,000 

合計 467 453 97.0% 32,700,000,000 580,000,000 

  
（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区  

倒産・雇用状況 

その他 
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《指  標》 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (令和 7 年 7 月末現在)                 (単位：人) 

町 村 名 
人         口 世         帯 

人    数 前年同月比 前 月 比 世 帯 数 前年同月比 前 月 比 

平 取 町 4,442 -67 8 2,437 -4 8 

日 高 町 10,837 -191 -4 6,249 -36 11 

新 冠 町 4,964 -117 -8 2,808 -25 -1 

新 ひ だ か 町 19,948 -408 -10 11,270 -65 -5 

浦 河 町 11,064 -212 -17 6,638 3 4 

様 似 町 3,725 -85 -5 2,022 -30 -1 

え り も 町 3,958 -132 -6 1,961 -40 -2 

日 高 地 区 合 計 58,938 -1,212 -42 33,385 -197 14 

広 尾 町 5,784 -137 -2 3,113 -26 0 

大 樹 町 5,262 -45 18 2,854 34 18 

日高･十勝地区合計 69,984 -1,394 -26 39,352 -189 32 

札 幌 市 1,956,239 -945 79 1,121,795 9,002 160 

江 別 市 117,846 -344 7 60,004 219 9 

石 狩 市 56,955 -342 -108 28,791 75 113 

北 広 島 市 56,272 -376 -24 28,527 126 -12 

恵 庭 市 70,252 -170 1 36,389 377 41 

千 歳 市 96,917 -707 -71 52,672 112 61 

石 狩 地 区 合 計 2,354,481 -2,884 -116 1,328,178 9,911 372 

苫 小 牧 市 164,621 -1,319 -69 91,666 263 21 

厚 真 町 4,236 -20 -8 2,120 5 -6 

む か わ 町 7,310 -67 44 4,229 63 48 

胆 振 地 区 合 計 176,167 -1,406 -33 98,015 331 63 

営 業 区 域 合 計 2,600,632 -5,684 -175 1,465,545 10,053 467 

        (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(令和7年7月)  

     （単位：人、％） 

 浦 河 職 安 全   道 前 年 同 月 比 前 月 比 

月 間 有 効 求 人 数 747 79,158 -95 -661 5 40 

月 間 有 効 求 職 者 数 509 84,998 -92 -1,115 -25 -3,567 

月 間 有 効 求 人 倍 率 1.47 0.93 0.07 0.00 0.08 0.04 

                                               (資料出所:北海道労働局) 

 

３ 企業倒産状況(令和7年7月)                                        
（単位：件、百万円） 

 件 数 金     額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業      種 地   区 

苫小牧管内 1 50 -1 -222 
  

うち新冠町～えりも町 0 0 0 0 
北 海 道 27 2,308 -7 -6,109   
全   国 961 167,035 8 -614,171   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 

 



８ 

 

 

 
４ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(令和7年7月末) 

（単位：百万円、％） 
預          金 貸     出     金 

残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 

193,389 1.60 1.55 58,137 -0.38 2.06 

                                  （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

 

５ 町発注工事 (令和7年7月)                         （単位：百万円） 

(資料出所：各町) 
 
 
 

６ 建築確認申請 (令和7年7月) 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

(資料出所：各町) 

 

 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

令和7年7月中の気象状況                         (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本    年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1991～2020

年の資料から算出された平年値を

使用。気温は当月の平均気温から

平年値を差し引いたもの(平年比)。

降水量､日照時間は当月の降水量･

日照時間の平均を平年値で割り返 

したもの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 21.6 56.0 163.5 3.9 39.6 141.4 

広   尾 22.1 104.0 168.3 5.5 62.6 155.4 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

 

 7月 累  計 前年同月 前年同月累計 

件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 

新ひだか町 18 592 48 1,397 10 163 41 1,330 

浦 河 町 7 75 44 962 8 24 47 1,088 

様 似 町 0 0 30 1,079 7 141 29 592 

え り も 町 4 190 22 440 5 49 22 242 

小 計 29 857 144 3,878 30 377 139 3,252 

広 尾 町 0 0 25 677 10 99 36 1,600 

総 合 計 29 857 169 4,555 40 476 175 4,852 

 
7月 累 計 前年同月 前年累計 

件 数 件 数 件 数 件 数 

新ひだか町 0 2 2 8 

浦 河 町 1 6 3 9 

様 似 町 0 1 0 2 

え り も 町 1 3 1 2 

小 計 2 12 6 21 

広 尾 町 1 2 0 0 

総 合 計 3 14 6 21 
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                        日高振興局からのお知らせ 

 

 

 

 
 
日高振興局では、日高地域への来訪客が増加する夏季の観光ハイシーズンや桜の開花時期などに、 

地域内に宿泊ができない状況の解消をめざし、民泊の開業をご検討されている皆様を支援するた 
めの相談窓口や特設ページを開設しました。 
特設ページでは、日高管内各町の開業までのフロー図やお役立ちページを掲載しているほか、 

日高管内の開業事例をご紹介しております。 
民泊開業でお困りの際は私たちまでご相談ください。 

 

 

【特設ページ】 

https://www.hidaka.pref.hokkaido.lg.jp/ss/srk/221578.html  → 

【問い合わせ】 

北海道日高振興局産業振興部商工労働観光課 電話:0146-22-9281 

 民泊開業の相談窓口と特設ページを開設しました！ 

https://www.hidaka.pref.hokkaido.lg.jp/ss/srk/221578.html
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飲酒運転根絶ロゴマーク 飲酒運転根絶ロゴマーク 



 

 
 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2 丁目 1 番地 2（仮店舗） ☎（0146）22-4111 

ATM 堺 町 支 店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西 1 丁目 83の 59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静 内 支 店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町 1 丁目 1 の 15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三 石 支 店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町 197 の 23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様 似 支 店 〒058-0014 様似郡様似町大通 2 丁目 35の 2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町 170 の 1       ☎（01466）2-2311 

ATM 広 尾 支 店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通 8 丁目 7 の 1       ☎（01558）2-3161 

札 幌 支 店 〒060-0004 札幌市中央区北 4 条西 5 丁目 1―4      ☎（011）200-7070 

 

   

 

ATM 営業時間 平日 8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」の ATM が設置されております。 

土曜日 ATM 稼動店：本店(仮店舗)･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日 ATM 稼動店：本店(仮店舗)･静内支店 

日曜･祝日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

 

店外 ATM 

浦河町役場内 ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～16：00 

浦河赤十字病院内 ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 

パセオ堺町店内 ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日･土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内 ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日・土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

日高徳洲会病院内 ATM 日高郡新ひだか町静内こうせい町 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 土曜 9：00～17：00 

※店外 ATM は、全て「ハンドセット搭載機」です。 

※ハンドセット付ＡＴＭ：プッシュボタン付受話器から、音声ガイ 

ダンスにより操作手順をご案内するＡＴＭです。 

 

 

     

          業務部地域貢献課 
             〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2丁目 31の 2 

             電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

             URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

大樹生命札幌共同ビル 4 階 

 


